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LGBTQである子どもが 
より健康で幸福になれるような家族の行動

Family Acceptance Project®（FAP: 家族の受け入れ推進プロジェクト）が行った調査から、家族がレズビアン、ゲイ、バイセクシャル、トランスジェンダー、クィアま
たはクエスチョニング（総称してLGBTQ）の子どもを受け入れる50以上の行動が明らかになりました。子どもを受け入れるこれらの行動は、抑うつ・自殺・不法薬
物の使用、ＨＩＶ、性感染症など心身の健康上深刻なリスクから子どもを守り、自尊心や心身の健康、幸福度の向上に役立ちます。わずかな行動の変化が子ども

の孤独やリスクを減らし、家族が寄り添ってくれるという希望を子供に与えます。

家族のサポートが子どもの命を守ります！

子どもをサポートする行動とは...
LGBTQ・多様な性別を
生きる子どもに「愛し

ている」と伝える

子どもの性
表現をサポ

ートする

LGBTQの子どもの
気持ちを尊重して
接するように、家
族のみんなに要

求する

LGBTQであると子ども自
身から告げられた時、ま
たは他人を介して知っ

た時、子どもに変わらな
い愛情を示す

LGBTQアイデンテ
ィティーについて
子どもと会話し、
相手の話に真摯に

耳を傾ける

（たとえ自分がLGBTQに
抵抗があったり、ゲイやト
ランスジェンダーである
ことは間違っていると思

っていても）

子どもの性自認や性的
指向を他人に伝えてよ
いか、またどう伝えたら
よいか、本人に尋ねる

LGBTQ・多様な性別を
生きる子を持つ家族

を歓迎する宗教団体・
日本語学校を探す

LGBTQについてよく知ら
なくても、LGBTQ・多様
な性別を生きる子ども
に「あなたをサポートす

る」と伝える

子どものLGBTQパー
トナーを家族の行事

や活動に歓迎する

家族の受け入れ行動
ゼロ又は低レベル

家族の受け入 
れ行動が 

向上、 
又は 

中レベル へ

家族の受け
入れ行動が

高レベル

LGBTQである子ども
をサポートするた

めにLGBTQ・多様な
性別を生きる子を
持つ家族向けのサ
ポートグループや

活動に参加し、自分
自身と家族のため
にサポートやアド

バイスを得る

LGBTQのロールモ
デル的存在である
大人に子どもをひ

きあわせる

子どもが選んだ名
前と、その性自認

にあった代名詞を
使う

自分が所属する団体
の指導者やメンバー
にLGBTQの人々をサ
ポートするよう働き

かける

子どもがLGBTQの
自認や表現によ

り、家庭・学校・所
属宗教団体やコミ
ュニティーで不当

な扱い（いじめ・虐
待）をうけた場合、
子どものために立

ち上がる

本人から許可を得
られたら、子どもが
LGBTQであることを
隠さずオープンに

話す

子どもがLGBTQとして
幸せな大人に成長する
と信じ、良い人生を歩
めることを子どもにも

伝える

デートをする年頃の子
どもがLGBTQ・多様な
性別を生きるパートナ
ーと付き合うことに、積

極的に賛成する

• 社会的サポートの強化• より健康的
• 抑うつ傾向が減少

• 自殺未遂率が3分の1に
• 自尊心が向上

• 自殺念慮が3分の1に

• 家族との関係性の改善
• 薬物乱用の可能性が減少

両親や家族がこのような行動をとればとるほど、 
LGBTQの子どもの心身の健康と幸福度が向上します

家族の受け入れでリスクを減らし心身良好な状態を引き上げる

LGBTQ・多様な性別
を生きる子どもに

「あなたを誇りに思
う」と伝える

子どものLGBTQであ
る友人たちを自宅

で歓迎する

子どもをLGBTQ
のグループ集会
や行事に連れて

いく
子どもの性的
指向や性表現
について正し
い知識を得る

ために学ぶ
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受け入れと拒絶、そしてLGBTQである子どもにとって何がリスクとなり、何が心身とも満たされた状態となるかについての詳しい情報は、 
Family Acceptance Project®（FAP : 家族による受け入れ推進プロジェクト）のウェブサイトをご覧ください。https://familyproject.sfsu.edu/
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LGBTQである子どもの健康に 深刻なリスクをもたらす家族の行動
Family Acceptance Project®（FAP : 家族による受け入れ推進プロジェクト）が行った調査から、家族がレズビアン、ゲイ、バイセクシャル、トランスジェンダー、クィアまたはクエ

スチョニング（総称してLGBTQ）のわが子を拒絶する50以上の行動が明らかになりました。子どもを拒絶するような家族の行動によって、抑うつ・自殺的行為・不法薬物の使

用、HIV、性感染症など心身の健康上深刻なリスクが青少年に引き起こされます。家族から拒絶された青少年は、ホームレスになり、フォスターケアなど福祉施設に保護され

たり、青少年更生施設に収容される可能性が高まります。

親をはじめとする家族のだれかが子どもを否定する行動をとるのは、LGBTQ・多様な性別を生きる子どもを周りに適応させたい、より良い人生を送らせたい、 

子どもがつらい目にあわないように守りたいといった気遣い、懸念からきている場合がほとんどです。

しかし拒絶的行為は、実は子どもにとって有害であることを家族の人たちに理解してもらいましょう。子どもを傷つける行動とは...LGBTQの友達と付き合わせない
子どものLGBTQアイ
デンティティーにつ

いて触れない

子どものLGBTQとしての自認や性表現を変えさ
せようとする

LGBTQの子どもを家族の集まりや行事から除外する

子どもがLGBTQの自認や性表
現のために不

当な扱い（虐待やいじめ）をうけた場合、被害者である子ども
を責める

「LGBTQの子を持って恥ずかしい」と子どもに向って
言う

LGBTQであるのは「一時的なものにすぎない」と子ども
に言う

世間体をもちだして子どもの性的指向・性自認・性表現を拒絶する
身なりや、服装、行動を「目立たない」ようにするよう、子どもに言う

子どもを矯正セラピーや宗教指導者の所に連れてゆきLGBTQアイデンティティーを変えさせよう
とする

子どもにお祈りや宗教行事への参加を強要し、LGBTQの自認を変えようとしたり妨げようとしたりする

子ども自身が選んだ名前や、その性自認にマッチした代名詞で子どもを呼
ばない

LGBTQ・多様な性別を生きているという理由で、子どもに暴力をふるう（ぶつ・たたく・平手うちをする等）

性的指向や
性自認のせい
で、神様の罰

を受けると子
供に言う

性自認に合った服や髪形について子どもの自由にさせない

子どもがLGBTQだからという理由で、家から追い出す（出て行かせる）

LGBTQ・多様な性別を生きているという理由で、子どもに悪態をつく

家族による拒絶的な行動がゼロ又は低レベル

リスク 3倍       抑うつリスク 2倍       自殺念慮

リスク    6倍       抑うつ
リスク    8倍      自殺未遂

リスク    3倍       HIV/性感 
染症リスク

リスク    3倍       不法薬物 
の使用

リスク    5.5倍   自殺念慮

リスク 2倍       自殺未遂リスク 1.5倍　 不法薬物
の使用

家族による拒絶的な行動高めまたは中レベル

家族による拒 絶的な行動
高レベル

親や家族がこのような行動をとればとるほど子どもの心身に健康リスクが高まります

LGBTQアイデンティティーについて子どもに話をさせ
ない

子どもにもっと男らしく、または女らしくする（逆に男っぽく、女っぽくしない）よう、プレッシャーをかける

子どもをLGBTQサポートグループの会合やサービスに参加させない

他の人が子
どもの前で

LGBTQ・多様な
性を生きる人

たちについて悪く言うのを何もせず黙って聞い
ている
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LGBTQである子どもが 
より健康で幸福になれるような家族の行動

Family Acceptance Project®（FAP: 家族の受け入れ推進プロジェクト）が行った調査から、家族がレズビアン、ゲイ、バイセクシャル、トランスジェンダー、クィアま

たはクエスチョニング（総称してLGBTQ）の子どもを受け入れる50以上の行動が明らかになりました。子どもを受け入れるこれらの行動は、抑うつ・自殺・不法薬

物の使用、ＨＩＶ、性感染症など心身の健康上深刻なリスクから子どもを守り、自尊心や心身の健康、幸福度の向上に役立ちます。わずかな行動の変化が子ども

の孤独やリスクを減らし、家族が寄り添ってくれるという希望を子供に与えます。

家族のサポートが子どもの命を守ります！
子どもをサポートする行動とは...

LGBTQ・多様な性別を生きる子どもに「愛している」と伝える

子どもの性表現をサポートする
LGBTQの子どもの気持ちを尊重して接するように、家族のみんなに要求する

LGBTQであると子ども自身から告げられた時、または他人を介して知った時、子どもに変わらない愛情を示す

LGBTQアイデンティティーについて子どもと会話し、相手の話に真摯に耳を傾ける
（たとえ自分がLGBTQに抵抗があったり、ゲイやトランスジェンダーであることは間違っていると思っていても）

子どもの性自認や性的指向を他人に伝えてよいか、またどう伝えたらよいか、本人に尋ねる

LGBTQ・多様な性別を生きる子を持つ家族を歓迎する宗教団体・日本語学校を探す

LGBTQについてよく知らなくても、LGBTQ・多様な性別を生きる子どもに「あなたをサポートする」と伝える
誰かがLGBTQの人々に対しネガティブな言い方をするのを聞いたら、声を上げ意見する

家族の受け入れ行動ゼロ又は低レベル

家族の受け入 れ行動が 向上、 
又は 中レベル へ

家族の受け入れ行動が高レベル
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LGBTQである子どもをサポートするためにLGBTQ・多様な性別を生きる子を持つ家族向けのサポートグループや活動に参加し、自分自身と家族のためにサポートやアドバイスを得る
LGBTQのロールモデル的存在である大人に子どもをひきあわせる

子どもが選んだ名前と、その性自認にあった代名詞を使う

自分が所属する団体の指導者やメンバーにLGBTQの人々をサポートするよう働きかける

子どもがLGBTQの自認や表現により、家庭・学校・所属宗教団体やコミュニティーで不当な扱い（いじめ・虐待）をうけた場合、子どものために立ち上がる

本人から許可を得られたら、子どもがLGBTQであることを隠さずオープンに話す
子どもがLGBTQとして幸せな大人に成長すると信じ、良い人生を歩めることを子どもにも伝える

LGBTQの人々をサポートする団体でボランティア活動をする

社会的サポートの強化

より健康的
抑うつ傾向が減少

自殺未遂率が3分の1に

自尊心が向上 自殺念慮が3分の1に家族との関係性の改善薬物乱用の可能性が減少

両親や家族がこのような行動をとればとるほど、 

LGBTQの子どもの心身の健康と幸福度が向上します

家族の受け入れでリスクを減らし心身良好な状態を引き上げる

LGBTQ・多様な性別を生きる子どもに「あなたを誇りに思う」と伝える

子どものLGBTQである友人たちを自宅で歓迎する 子どもをLGBTQのグループ集会や行事に連れていく
子どもの性的指向や性表現について正しい知識を得るために学ぶ

FAMILY ACCEPTANCE PROJECT®（家族による受け入れ推進プロジェクト）ポスター
― LG B T Q の 子どもたちのより健 や か な 未 来 を 築くた め に ―

Family Acceptance Project® (FAP：家族による受け入れ推進プロジェクト) は、家族のほか、各分野の専門家、宗教指導者、レズビアン、
ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダー、クィアまたはクエスチョニング（総称してLGBTQ）と自認する若者など多くの方々に使って頂くための
ポスターを、新たに3種類発行しました。各ポスターは、LGBTQ青少年が自殺など心身への深刻な影響を受けないで、健全な未来を築くために、
家族がどれほど重要な役割を果たせるか、リサーチに基づいて作成されたものです。本ガイダンスには、これらのポスターに関する説明や使用法
などがまとめて掲載されています。

各ポスターは、以下の状況・目的などに使用することができます。:
•	 LGBTQ青少年が自殺などのリスクにさらされるか、それとも心身とも良好な状態でいられるのかは、子どもを拒絶するのか、受け入れるのか
という家族の行動と深く結びついています。その重要な関連性について、一般大衆、家族、養育者、各分野の専門家、宗教指導者やLGBTQ青少年
を啓発するため。
•	 LGBTQ青少年が遭遇するリスクを防ぎ、また子どもに対する拒絶的行動を慎み、受け入れを強化できるよう、家族をサポートするための教育・

介入用リソース（情報・知識源）として。

調査研究に基づいたリソース – これらのポスターには、外部研究者が査読したFAPの調査研究と、
民族・人種・宗教的にも多様な家族とそのLGBTQの子どもに対するサポート活動を通して得られた
情報が掲載されています。FAPの調査研究により、両親など家族のメンバー、養育者が、LGBTQおよ
び多様な性別を生きる子どもを、どのような行動で受け入れ、どのような行動で拒絶しているのか、
１００以上の行動形態が明らかになりました。FAPの研究者は、これらの行動を評価し、家族による
拒絶・否定的な行動が、自殺・抑うつ・薬物の使用、HIV等性感染症といった健康上のリスクにどれ
ほど深刻な影響を及ぼすかを示しました。さらにこの調査から、家族が受け入れる行動をとったこと
で、子どもがリスクから守られ、幸福度が増すことも分かりました。FAPはこれまで、実証データに基
づいて作成したリスク防止・介入用の資料として、多言語対応の家族向け教育冊子やLGBTQ青少年
の自殺を防止する上でもっとも適切で効果的であると指定されたビデオなどを作成しました。今回
発行されたポスターは、こうした資料を発展させたものです。

ポスターの内容 
1. 家族による受け入れ全般をカバーするポスター
2. 家族による拒絶に関するポスター
3. 保守的な環境にある家族による受け入れに関するポスター (子どものデートに関する家族の対応
など、場合によってはポスターの利用そのものが拒否されるかもしれない内容を削除したもの）

FAPの重要な調査結果は、わずかな行動の変化でも効果があるということです。
LGBTQの子どもを持つ両親や養育者がどうすればよいか苦悩しているのなら、子どものありのままを変えようとしたり、そ

の性的指向や性表現を否定したり、軽視したりする行動をまず慎んでみることです。自殺など心身の健康上の深刻な懸念材料を減らし、子どもが
自尊心を高め、将来への希望がふくらむようにするのです。 FAPは、「家族が受け入れる行動」とはどのようなものか特定し、データをもとに分析・
評価しました。子どもとの接し方に悩んでいるご家族は、まずこの「受け入れる行動」、つまり子供を愛している、サポートしたいと意思表示しなが
ら、子供の健康上のリスクを減らす一助となる行動のいくつかを試してみてはいかがでしょう。

評価 – FAPは、ポスターがどのように使用され、それを活用した青少年や家族その他の方々にどのような影響があったかを評価しています。ポス
ターをダウンロードした方のe-mailアドレスをうかがい、オンライン・アンケートをお送りしています。また、アンケートに付随して、ポスターに関す
る電話インタビューへのご参加が可能かもお尋ねしています（自由参加で義務ではありません）。インタビューでは、ポスターがお子さんやご家族
にとって、どのような影響があったかのフィードバックやポスターに関連したエピソードをうかがいます。

ポスターの入手先 – FAPのウェブサイトから各種ポスターの印刷用原稿をダウンロードすることができます。また、近くで印刷できる場所など印刷
に関する情報、ポスターの説明・使用法を記したこのガイダンスなど様々な情報も同時にダウンロードできます。
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言語 – 現在、英語、スペイン語、日本語、中国語、韓国語、ベトナム語、ヒンディー語版を作成中。他言語版は、資金が得られ次第、追加予定です。

ポスターのサイズ – FAPポスターのサイズは、横24” x 縦 36”が基本で、待合室や廊下、病院の診察室、図書館や研修用スペース等で目に留まりやすいサイズにな
っています。他に、18” x 24,” 11” x 17,” そして 8.5” x 11”といったサイズもあり、それぞれ配布資料、あるいは家庭での使用（例えば冷蔵庫に貼るなど）や、各種活
動・イベントにも利用できます。

ポスターの活用 – ポスターは、あらゆる場所で活用するために作成されています。（活用場所の例）クリニック（医療機関）、学校、ファミリーサービス団体、プライマ
リケアならびに問題行動医療サービス、防止プログラム、児童虐待プログラム、自殺防止サービス、幼児教育プログラム、児童福祉・青少年更生・ホームレス・住居
支援などの家庭外プログラム、大学のカウンセリング・センター、コミュニティーセンター、レクリエーションセンター、図書館、教会・寺院等

•	 学校 – 学校が提供する専門サービス（カウンセラー、両親・保護者支援、心理学者、看護士、ソーシャルワーカー）、校内のヘルスクリニック、バック・トゥ・スクー
ルナイト（学年始めの保護者説明会）や健康フェアで設置されるLGBTQ関連の資料を置く両親・保護者用テーブル。また、廊下用、ロッカールーム、ダイバーシ
ティークラブやGSA（ジェンダー＆セクシュアリティ・アライアンス）での共有など

•	 臨床サービス – 診察・治療室、待合室、LGBTQの青少年と家族を対象にしたカウンセリングや心理学教育、往診、ファミリー・セラピー、受け入れと拒絶はど
ういうものか青少年を指導する際に使用、家族の反応の同定と、家族の行動がLGBTQ・多様な性別を生きる青少年に与える影響の査定、学校内でのサービ
ス、並びに大学カウンセリングセンターでの使用

•	 個人・家庭での使い方 – 自宅での使用のため青少年や家庭に配布。家族が集まる場所にポスターを貼って、見ながら定期的に家族の成長と変化を評価し、
その変化がコミュニケーションや絆、関係性にどれだけ影響を与えたか話し合う。家族、親戚や文化団体に配布

•	 宗教団体 – 教育的な場やイベントでの使用、宗教指導者や宗教に基づく精神的ケアの提供者、教会・寺院の信者と共有

•	 コミュニティーのイベント – イベントや会議でチラシとして配布、また公共の場に掲示

•	 研修・トレーニング – あらゆる状況・設定で団体の職員、家族、養育者や各種ケアの専門家に対するトレーニングで使用。例―専門家や学生向けの研修、、専
門家継続教育、親、青少年支援者向け研修等

情報及びフォローアップ – 私たちFAPは、ポスターがどのように使用され、またそれがLGBTQ・多様な性別を生きる児童、青少年および家族にどのような影響があ
ったかを評価しています。ポスターを他の人から受け取り、ご意見やフィードバックのある方、あるいは詳しい情報をお求めの方は下記Eメールアドレスまでお寄せ
下さい。 fap@sfsu.edu

FAMILY ACCEPTANCE PROJECT®

FAMILY ACCEPTANCE PROJECT®（FAP：家族による受け入れ推進プロジェクト ) は、多様な家庭が、それぞ
れの家族、文化、宗教・信仰的な背景に見合った形で、LGBTQ・多様な性別を生きる子どもをサポートできる
ように支援する研究・教育・介入および政策プロジェクトで、サンフランシスコ州立大学に拠点を置いています。
FAP は、LGBTQ 青少年および家族に関する初の総合的研究を行い、実証データに基づくファミリーサポート・
モデルを幅広い実践の場でケアの各種システムに組み込む ことを目指して、約２０年前に設立されました。具体
的な実践例としては、LGBTQ 青少年が直面するリスクを減らし、健全な育成をサポートするための問題行動医療、
プライマリーケア、学校を基盤としたサービス、家庭外の住居支援ケア、児童養護サービス、宗教家による精神的ケアなどがあります。

FAP のファミリーサポート・モデルは、問題行動医療、家庭の存続を重視する児童福祉とフォスターケア、宗教的倫理に基づいたメン
タルヘルスその他サービスに組み込まれます。FAP の介入フレームワークは、トラウマフォーカスト認知行動療法（FT-CBT）にも応
用されます。

FAP は LGBTQ 青少年に対し、家族を中心としたケアを行うための訓練を行います。また、各団体が FAP の介入フレームワークを各
自のプログラムに組み込めるようサポートします。

Family Acceptance Project® 
ディレクターケイトリン・ライアン博士 , ACSW
fap@sfsu.edu
日本語訳提供 / Okaeri: A Nikkei LGBTQ Community 
www.okaeri-losangeles.org


